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き

コ
川
山
山
側
』
ハ
一
千
γ
山
一
位
・
八
十
五
山
脳
内
一
一
統
)
に
は
、
命
論
、
衆
蓄
批
判
、
天
人
感
感
批
判
、
頭
漢
論
、
薄
葬
論
、
賢
者
論
等
等
、
雑
多
な
内
容
が

合
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
を
い
か
に
関
辿
づ
け
、
王
充
の
思
想
と
し
て
櫨
系
づ
け
る
か
は
、
最
も
輿
味
の
あ
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

※
ー

に
設
表
さ
れ
た
朱
議
之
氏
と
呉
刻
虞
氏
の
ニ
論
文
は
、
現
存
す
る

の
篇
数
や
構
成
の
研
究
か
ら
、
王
充
思
想
を
渓
民

的
に
縦
の
関
係
で
把
握
せ
ん
と
し
た
意
欲
作
で
示
唆
に
富
む
、
法
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
二
氏
共
に
、
現
存
す
る

一
九
六
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立
川
衡
』
の

こ
土
、

1
H
U
事、
i
u
'

「
殻
俗
節
一
致
」
、
「
政
務
」
、

の

(
共
に
亡
佼
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
た
)
と
「
論
衡
」
の
蓄
と
の
山
部
の
蓄
が
包

括
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
『
論
衡
』
と
い
う
書
名
は
、

そ
の
中
の
一
部
の
書
名
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
著
作
の
線
稀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。

や
晩
年
の
著
作
で
あ
る

の
警
に
柏
常
す
る
も
の
と
し
て
の
、

か
な
り
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
初
期
の
著
作
と
さ
れ
る
「
殻
俗
節

※
2
 

2
刈
衡
b

の
熊
一
章
を
惣
定
す
る
一
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
論
文
も
厳
密
に
検
討
す
る
と
き
、

こ
の
論
文
で
意
臨
す
る
の
は
、

王
充
思
想
鐙
系
の
出
後
黙
と
考
え
ら
れ
る
初
期
の
者
「
殻
俗
都
議
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
、

王
充
の
初

刊
明
忍
忍
ぶ
、

，1
d
/
1
1
J
A
A
4
吋
/
l
r

い
か
な
る
内
容
を
持
ち
、

い
か
に
構
成
さ
れ
る
か
を
明
確
に
す
る
に
あ
る
。

一
一
、
主
充
と
「
議
俗
節
義
」
の
方
向



の
初
期
の
忠
惣
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
い
か
な
る
一
保
栄
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
川
心
z

銀
、
が
反
問
さ
れ
た
か
を
考
察
し
よ
う
と
す

る
時
、
そ
こ
に
大
き
く
浮
か
び
上
っ
て
来
る
問
題
は
、
王
充
が
、
い
か
な
る
人
と
な
り
で
あ
り
、
い
か
に
自
己
の
生
に
針
廃
し
た
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
に
は
、

立
川
衡
b

-
全
篇
を
分
析
し
、
締
約
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

王
充
の
生
活
模
核
を
端
的
に

緩
め
て
い
る
「
自
紹
鰐
」

(
「
論
梅
い
中
の
お
名
、
以
下
続
名
は
す
べ
て
こ
れ
に
な
ら
う
〉
と

を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
と
に
す
る
。

幼
年
の
頃
、
他
の
子
供
た
ち
と
呉
な
り
汁
制
作
停
を
好
ま
ず
い

な
る
も
の
と
決
り
、

(
由
紀
お
)
、
怒
戯
に
は
染
ま
な
か
っ
た
王
充
は
滋
侠
の
気
質
を
持
つ
父
の
目
に

品¥へ
h
y叫

i

J
/
f
H
，刀

じ
め
る
。

寸
ヒ
ミ
f

、、iR
一
向
悶
円
、

一
諸
見
イ
F

地

山山一子氏

5
E川市
J

、

平山川平
q
t
J
/
布川刊

1
1

人
一
つ
い
ト
L
叩
円

V

へZ
ーか、

す
見
返
事

直
人
の
志
あ
り
」
(
自
紀
続
)
と
い

う
生
活
態
度
は
、
父
母
に
と
っ
て
、
全
く
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
な
く
、
郷
間
一
一
に
お
い
て
も
、
そ
の
操
行
は
高
く
許
位
さ
れ
た
。

明
」
(
峨
幣
…
)
の
…
訟
は
、
こ
の
白
紀
篇
の
文
を
一
課
づ
け
る
も
の
で
あ
る
o

八
歳
に
し
て
地
方
の
意
向
舘
に
皐
ん
だ
、
が
、
そ
こ
で
も
又
「
充
書
出
に
進

み
、
又
過
失
な
し
」
ハ
自
記
お
)
と
記
す
ご
と
く
、
幼
少
・
時
代
を
通
し
、
他
と
は
全
く
兵
っ
た
生
活
態
度
を
持
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
更
に

「
充
少
く
し
て
孤
、
郷
患
に
て
孝
を
総
さ
る
」
(
純
明
U

)

と
い
う
記
録
は
、
蛍
時
の

※

3

 

す
も
の
で
あ
る
。

「
充
ハ
切
に
し
て
聡
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に
お
け
る
最
大
の
許
使
、
が
輿
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

こ
の
幼
少
期
の
記
録
の
中
か
ら
、
我
々
は
、
儒
教
的
倫
理
規
範
の
中
に
生
き
、
儒
家
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
時
代
の
典
型
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。

才
能
に
慈
ま
れ
、
操
行
に
優
れ
て
い
た
ま
充
は
、
や
が
て
上
洛
し
、
大
事
に
皐
び
、
時
の
大
儒
班
彪
に
師
事
す
る
。

洛
陽
で
の
生
活
は
、
簡
潔
に
記
さ
れ
た
「
後
漢
書
」
の
次
の
文
が
明
確
に
示
し
て
い
る
。

つ
:
・
:
後
到
ニ
京
師
ペ
受
二
業
太
宰
ペ
邸
-
一
事
扶
風
斑
彪
↓
好
一
一
博
覧
一
市
不
v
守
二
章
句
↓
家
貧
無
v
雲
問
。
常
滋
一
一
洛
陽
市
津
ペ
関
一
一
所
v
資
制
一
日
ぺ
逐
博

通
一
一
衆
流
吉
家
之
一
一
一
一
口
ご

大
壌
で
の
事
問
は
儒
教
の
経
典
で
あ
る
五
経
一
章
句
の
事
で
あ
る
。
今
文
皐
・
章
句
の
率
の
隆
盛
す
る
嘗
一
時
に
お
い
て
「
一
章
句
を
守
ら
ず
o
h



「
博
く
衆
流
在
家
の
一
一
一
一
向
に
遜
ず
。
」
と
い
う
こ
と

※
4
 

い
わ
ゆ
る
遁
儒
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が
儒
家
的
教
養
の

中
で
育
ち
、
儒
家
と
し
て
の
壌
を
修
め
た
こ
と
は
、
出
紀
篇
に
明
確
に
記
さ
九
'
て
い
る
c

「
手
書
既
成
、
僻
γ
師
受
-
み
嬰
仰
向
寒
一
日
譲
二
千
字
↓
経
明
徳
就
、
務
γ
部
市
一
鼻
v
門
。
」
(
自
紀
議
)

こ
の
文
に
記
さ
れ
る
「
経
閥
的
」
の
一
誌
は
「
別
ち
夫
れ
経
間
的
と
は
、
傷
者
間
危
な
り
ご
と
定
義
さ
れ
る
「
定
賢
篇
」
の
語
と
照
合
す
れ
ば
、
王
充

※
5
 

が
、
儒
者
の
一
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
「
説
部
」
の
部
は
、
後
漢
一
恵
国
に
記
さ
れ
る
斑
彪
を
指
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

※
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大
撃
に
皐
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
仕
官
の
道
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
中
堅
官
吏
と
し
て
の
位
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

王
充
は
協
定
遁
り
、
錦
郷
後
、
間
も
な
く
官
吏
生
活
に
入
る
c

彼
が
歴
任
し
た
官
職
は
「
由
紀
篇
」
の
次
の
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。

コ仕
y

綜
位
一
金
二
捻
功
官
二
化
ニ
都
尉
府
一
位
亦
縁
功
菌
、
在
二
太
守
一
第
二
列
按
五
官
功
菅
行
事
一
入
ド
州
第
二
従
事
プ
:
(
中
略
)
・
:
充
以
ニ
元
和
三

※
7
 

年
一
徒
ド
家
僻
y

難
、
認
ニ
楊
州
部
丹
問
問
九
江
巌
江
一
後
入
筋
二
治
中
ご
ハ
向
紀
稿
〉

嫁
功
曹
と
い
う
下
級
官
交
を
ふ
り
出
し
に
、
治
中
の
織
に
奈
る
ま
で
、

王
充
は
官
吏
生
活
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
お
い
て
、

( 34 ) 

安
種
な
宮
市
(
生
活
を
貧
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

し
ば
し
ば
、
官
吏
を
僻
し
、

不
惑
の
生
活
を
迭
っ
た
の
で
あ
る
。

「
充
仕
数
不
川
柄
、
市
徒
著
v
議
自
紀
。
」
ハ
由
紀
結
)

「
仕
v
郡
矯
ニ
功
官
(
以
数
競
争
不
v
合
去
。
」
(
，
純
一
門
ぃ
)

こ
の
不
遇
の
生
活
の
中
で
、
十
点
充
は
著
作
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
漢
替
の
認
鋒
の
「
仕
郡
」
は
「
自
紀
館
側
」
の
「

※

8

 

ら
れ
る
。

一
」
の
ぷ
述
と
護
り
、
大
旨
、
こ
の
時
期
は
、

五
十
歳
過
ぎ
の
こ
と
と
考
え

し
か
し
、
こ
の
時
期
だ
け
が
、

不
遇
な
生
活
で
あ
っ
た
と
沈
い
え
ま
い
J

三九※
~ó 9衆

流
8 
家
。〉

通
じ
、
通
僚
と
し
て
の
自
負
を
抱
き
蹄
郷
し
た

に
と
っ
て
、
最
初
の
官
級
か
ら
し
て

に
不
遇
で
あ
っ
た
の
で
あ



こ
の
こ
と
は
「
按
功
曹
い
と
い
う
官
級
が
、
官
吏
の
中
で
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
一
服
す
る
こ
と
で
充
分
推
察
で
き
よ
う
。

間
学
問
の
遁
を
歩
む
玉
充
に
到
し
て
社
俗
の
人
々
は
、

少
年
の
摂
か
ら
、
才
能
を
都
議
さ
れ
、
操
行
を
抑
制
さ
れ
た
主
充
は
、
郷
患
の
人
々
に
将
来
を
艇
賀
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
大
暴
に
向
学
び

か
な
り
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

主
充
は
縁
劫
掠
と
い
う
下
級
官
事
〈
の
燃
を
う
け
た
の
で
あ
る
八
U

「
比
筋
二
豚
吏
一
無
γ
所
一
一
禅
避
↓
或
日
、
心
難
部
行
日
初
、
好
友
一
一
同
士
日
仕
一
小
v
捧
v
地
、
潟
v
操
傷
v
行
、
世
何
数
放
。
」
(
由
紀
続
)

に
も
、

ま
充
に
劉
し
て
放
た
れ
た
こ
の
批
判
は
、
世
俗
の
期
待
、
が
一
課
切
ら
れ
た
こ
と
を
露
わ
に
示
し
て
い
る
。

勺
仕
ふ
る
に
地
を
様
ば
ず
、
操
を
潤
し
行
を
傷
る
。
吠
何
ぞ
数
放
せ
ん
h

よ
と
い
う
こ
と
ば
は
、
仕
官
に
は
そ
の
地
位
を
探
ぶ
べ
し
と
い
う

前
提
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
前
提
は
、
逆
に
、
王
充
が
地
位
を
選
搾
で
き
る
宥
能
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
一
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

※
ー

必
ず
や
高
官
と
な
る
と
い
う
世
俗
の
通
俗
的
概
念
を
裏
切
っ
'
に
の

勝
変
と
な
っ
た
持
、

王
充
の
最
一
初
の
仕
官
は
、
賢
才
で
あ
り
、
行
換
の
潔
白
な
人
で
あ
れ
ば
、

で
あ
る
。

( 35 ) 

王
充
は
こ
の
批
判
に
封
し
、
歴
史
的
古
聖
賢
の

に
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

「
.
可
同
一
致
放
一
者
、
英
ド
治
二
孔
子
↓
孔
子
JL
仕
、
知
県
v
所
v
越九一矢
c

第
二
桑
田
委
事
〈
(
摂
一
於
邑
之
心
「
第
二
司
笠
相
圏
一
'
飯
山
ニ
設
強
IY一
色
↓
舜
耕
一
歴

山
工
ポ
ニ
絡
不
v
克
、
及
γ

受
ニ
訟
ん
綿
一
若
ニ
卒
自
得
叩
愛
-
一
徳
之
不
?
謀
、
不
v
患
ニ
鉾
之
一
小
?
傘
、
恥
二
名
之
不
?
斗
一
一
一
向
、
不
y

悪
一
一
位
之
不
v
一選
0

・:(中

略
)
・
:
世
能
知
v
設
問
、
蹴
v
践
猶
v
問
問
、
不
v
能
v
別
ド
由
、
雌
v
骨
骨
強
v
間
待
。
庭
v
卑
輿
v
品サ問問
γ

操
、
位
γ

賎
輿
γ

寅
比
L
倍
、
期
可
失
。
」
〈
自
紀
篇
)

燃
吏
と
し
て
の
下
級
官
吏
に
就
い
た
主
充
の
胸
中
辻
、

「
佑
憶
の
裂
な
ら
ざ
る

へ
、
震
の
傘
か
ら
ざ
る
'
を
患
へ
ず
、
名
の
普
な
ら
ざ
る
を

浴
料
J

、
位
の
選
ら
ざ
る

…品、
h

日
¥
同
氏
ミ
ハ
リ
J

A

E

ミ
リ
語
、
T
t

一
刀
、
守
安
く
者
オ
'
~
可
ア
伺
い
u
A
，、‘

に
あ
γ

る
の
で
は
な
く
、

い
か
に
自
己

カ
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
コ
自
己
の
内
面
を
餐
フ
と
い
う
こ
と
法
、
修
身
の
方
向
で
あ
ゾ
、
現
徳
の
方
'
向
を
一
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
透
儒
と
し

て
の

噴
}
ご
}
¥

・f
J

，f
i
ザ

U
※
リ

「
不
ν
好
v
徽
ニ
名
於
壮
一
不
下
魚
ニ
利
害
一
見
守
付
加
(
持
議
終
也
)
:
中
飴
…
了
、

の
下
に
、
名
を
求
め
ず
、
位
を
求
め
ず
、

に
自
己

こ
と
が
ま
し
充
の
生
き
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

不
v
背
ニ
自
一
彰
一
勉
下
以
一
一
行
採
一

mmも
山
一
、
恥
下
以
ニ
材
能
一

mm宇



名
。
」
〈
由
紀
係
〉

こ
の
例
文
は
、
昨
俗
的
な
名
蒋
欲
や
利
。
一
一
向
に
よ
っ
て
動
く
こ
と
な
く
、
常
に
自
己
を
養
う
こ
と
を
求
め
る
王
充
の
生
き
'
万
を
明
確
に
示
し
て

、、ノ内
V

I
V
7
f一
{

し
か
し
、

主
充
の

世
俗
の
通
念
の
激
し
い
非
難
に
濯
過
す
る
。
綜
吏
と
な
っ
た
一
時
の
批
判
も
、
そ
の
一
例
で
あ
が
、

王ト充の同封一ハ

進
に
期
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
彼
の
官
吏
を
僻
す
る
と
い
う
行
震
は
一
廉
の
衝
撃
で
あ
っ
た
に

官
吏
生
活
を
僻
し
た
王
充
は
、
こ
れ
ら
の
世
俗
の
人
々
の
非
難
を
一
弾
に
浴
び
る
の
で
あ
る
。

彼
の
最
初
の
著
作
「
毅
浴
節
一
一
夜
十
二
篇
」
は
、
か
か
る
現
震
の
中
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
俗
性
愛
y

進
忽
γ

退
、
牧
v
成
楽
γ

敗
。
充
升
擦
在
v
位
之
時
、
衆
人
政
附
、
緩
退
窮
居
、
藩
故
抜
去
。
志
ニ

故
閑
居
作
ニ
談
俗
都
議
十
二
篇
ご
(
由
紀
錦
〉

、
P
I

入、、
O

L匂一
J
f
~
i
M
W

(
一
本
作
悪
苧
〉
俗
人
之
寡
恵
一

「
談
俗
節
義
」

、
王
充
の
不
遜
な
官
吏
生
活
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
生
ず
る
世
俗
の
人
々
の
打
算
的
功
利
的
な
動
勢
に
射
す
る
い
か
り

( 36 ) 

の
一
千
に
著
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
郷
岡
山
に
在
っ
て

の
節
を
慕
い
、
官
吏
生
活
に
在
つ
て
は
、
史
子
魚
の
行
を
貧
る
ご
と
い
う
生
活
を
続
け
て
い
た
王
充
は
、
績
い

て
「
中
傷
さ
れ
て
も
、
身
の
潔
向
を
諮
問
列
し
た
り
、
官
位
を
失
っ
て
も
恨
み
は
せ
ず
、
わ
ず
か
の
過
失
に
よ
っ
て
陥
し
め
ら
れ
て
も
野
明
す
る

J
¥
7
M
 

L
〉

!
1
4

こ
と
も
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
に
、
こ
の
蓄
を
著
わ
し
た
の
か
、

「
充
銃
疾
二
俗
情
…
作
ニ
殻
俗
J

ゾ
~
蕎
ご
(
自
紀
筋
〉

欲
γ

机
旧
二
俗
人
「
故
形
ニ
露
其
指
山
第
二
分
別
之
文
ご

〈
向
上
)

「
俗
情
を
疾
す
ご
「
俗
人
を
掃
し
め
ん
と
欲
す
。
」
と
い
う
自
的
の
下
に
「
殻
俗
節
義
」
の
常
一
日
を
著
わ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
「
部
情
」
は
「
肢

退
鈎
活
」
し
た
王
充
に
む
け
ら
れ
た
打
算
的
功
利
的
な
枇
俗
の
情
を
指
す
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
た
だ
単
な
る
怨
百
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
通
儒
と
し
て
の
自
負
を
持
つ
王
充
に
…
寸
訂
さ
れ
る
筈
は
あ
る
ま
い
。



俗
情
を
疾
す
る
時
、

」
の
俗
情
の
成
立
す
る
背
景
を
考
え
る
こ
と
は
常
然
で
あ
る
c

い
う
ま
で
も
な
く
、

俗
情
は
既
成
の
遁
俗
的
概
念
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。

「
俗
人
を
惚
ら
し
め
ん
と
欲
す
ご
と
い
う
訟
は
、
こ
の
俊
成
観
念
の
中
に
生
ず
る
俗
人
の

」
と
を
意
味
し
、
こ
の
筋
に

十
h

寸
ナ
々
、
J

2
ヨ
ど
M
W
V
F円滑

J

、

t
F
j
/
r
'
u
p
L令、ヰノ
M
M山
1
L

分
別
の
文
を
為
る
。
」

と
い
う
表
現
方
法
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

」
の
概
熱
か
ら
す
れ
ば
、

初
期
の
著
作
と
さ
れ
る
「
機
俗
節
義
」
の

い
か
な
る
も
の
か

そ
の
方
向
を
示
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
r
既
成
の
遜
俗
的
概
念
に
到
す
る
も
の
で
あ
り
、
功
利
的
打
算
的
な
俗
情
に
割
、
す
る
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
。

※
日

次
に
一
取
り
上
げ
る
「
議
、
必
レ
、
「
累
佐
官
レ
、
「
命
総
」
の
一
一
一
篇
は
、
い
ず
れ
も
、
仕
官
と
才
能
、
行
燥
、
貴
賎
貧
富
等
の
問
題
'
を
精
力
的
に
論
及

※い川

「
殻
俗
節
義
」
の
盟
問
と
諮
一
援
に
関
連
す
る
鰐
一
草
と
い
え
る
。

す
る
も
の
で
あ
り
、

、
逢
選
第
、
盟
小
筈
篇
に
お
け
る
偶
然
論
の
展
開

( 37 ) 

官
吏
の
進
退
と
才
能
、
行
操
の
関
係
を
執
劫
に
日
治
定
す
る
「
逢
迦
篇
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
「
迩
不
通
」
の
論
は
、
官
吏
の
進
退
と
才
能
、

行
操
の
関
係
を
一
つ
の
間
以
来
律
で
桝
成
す
る
銃
成
の
通
俗
的
観
念
に
鎖
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

/
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「
操
行
有
ニ
常
賢
一
佐
官
無
ニ
常
週
刊
賢
一
小
賢
才
也
。
遮
不
遇
時
也
。
才
高
行
操
、
不
y

可
v
保
-
一
以
必
傘
貴
寸
能
蒋
操
潟
、
不
v
可
v
保
二
以
必
民
l

除
以
↓

i
中
略
i
進
在
γ
遇
、
退
程
二
一
小
誠
一
マ
庭
γ
口
骨
骨
居

γ
類
、
未
ニ
必
賢
一
選
也
。
位
v
卑
在
ν
下
、
未
ニ
必
謹
一
一
み
謹
也
。
」
(
治
活
篇
)

一
以
民
不
安
は
才
な
り
。
遇
不
遇
は
時
な
り
ょ
の
一
誌
が
一
部
す
如
く
、
い
か
な
る
才
能
、
行
操
に
す
ぐ
れ
た
土
で
あ
っ
て
も
、
官
吏
と
し
て
柴
達

す
る
か
否
か
は
、
偶
然
に
「
時
」
に
進
退
す
る
か
一
合
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
遇
不
遇
」
の
論
は
激
し
く
強
力
な
批
判
を
浴
る
。

「
す
い
俗
之
議
日
、
賢
人
可
v
遇
、
不
遇
亦
自
其
弘
明
也
。
」

〈
逢
連
続
〉

「
賢
一
人
は
遇
な
る
べ
し
、

不
遇
な
る
は
ま
た
自
ら
其
の
谷
也
。
一
と
い
う
世
俗
の

進
出
の
機
舎
を
求
め
、
そ
の
才
能
が
政
治
に
有
余
で
あ
る
y

な
ら
ば
、
な
ん
の
不
遇
な
こ
と
が
F

「
の
ろ
う
o
」
と
こ

、
賢
人
と
「
遇
」
の
関
係
、
賢
者
と
柴
遠
の
間
関
係
を
背

定
す
る
通
俗
的
概
念
で
あ
り
、



の
文
に
続
く
、
世
一
俗
の
批
判
は
、

で
、
か
な
り
強
力
な
非
難
で
あ
っ
た
と
い
え
る
D

が
偶
然
の
結
果
、

の
で
あ
る
こ
と
を
談
、
き
拐
か
そ
う
と
試
み
た

不
遇
一
日

出
己
の
露
を
掛
か
に

)
と
い
う
批
絡
の

い
て

病死一、合ナた、

い
わ
ん
や
都
高
く
志
妙
に
し
て
、
利
の
震
に

か
ず
、
性
定
ま
ワ
質

成
る
、
主
の

に
綴
せ
ぎ
る
い
者
を

と
述
べ
、

一
選
不
遇
」
の

る
こ
と
な
く
、

h

一J
}

、

，
ア
'
ふ
/

一
課
こ
の
結
果
、
官
、
が
昇
進
す

れ
ば
堺
め
あ
げ
不
遇
の
結
果
綾
返
す
れ
ば
そ
し
る
と
い
う
俗
人
を
非
難
す
る
こ
と
で
篇
を
結
ぶ
の
で
あ
る
G

「
今
俗
人
銃
不
ν
能
v
定
ニ
遜
不
遇
之
論
ず
〈
就
v
選
市
場
v
之
、
間
ニ
不
遇
-
間
接
v
之
、
是
擦
問
一
見
放
一
案
ニ
成
事
一
一
小
ν
能
一
己
最
v
操
審
ニ
才
能
一
也
0
3
一

(
逢
趨
篇
〉

内
部
性
H
H

操
・
才
能
を
窃
か
に
で
き
な
い
俗
人
に
謝
す
る
鋭
い
批
判
で
は
あ
っ
て
も
、

な
る
は
ま
た
自
ら
其
の
谷
な
り
ご
と
す
る
吹
俗
の
非
難
に
、
充
分
に
藤
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
王
充
の
洞
察
を
以
っ
て
し
て
仰
併
せ
ぬ
筈
は

L十
• Q、、

現
わ
れ
た
現
象
の
み
で

「
不
遇

あ
る
ま
い
。

( 38 ) 

官
吏
の
進
退
は
、
偶
然
に
外
}
部
の
後
件
に
適
合
し
'
に
と
こ
ろ
に
決
し
、
自
己
の
『
内
部
性
に
図
が
な
い
と
主
張
す
る
王
充
は
、
こ
の
偶
然
性
'
を

具
憾
的
な
現
笈
の
叶

勺
泉
佐
官
篤
い
の
一
一
一
明
治
一
の
吠
況
に
照
合
し
て
、
そ
の
照
合
-
指
摘
し
、
そ
の
.
市
質
問
を
考
究
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
論
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
凡
人
仕
慌
有
二
稽
留
不
v
進
、
行
節
有
ニ
致
傷
不
v
金、

ハ
中
略
〉
・
捻
川
名
有
-
一
間
味
不
p

明
3

才
非
v
下
、
行
非
v
惇
也
。
又
知
非
y

昏
、
策
非
v

味
名
。
逢
二
選
外
梢
…
累
ニ
常
一
向
之
一
也
。

i
中
略
i
累
佐
官
自
γ

外、

不
v
出
4

一
党
ハ
内
ご

【
て
て
〉
¥
こ
去
、

ζ

、
士
吉

S
し
C

W

J

マ
K
L
/ノ
十
一
寸

A
L
v

一
本

h
f
j
m

「
間
以
傷
さ
れ
て
み
十
一
か
ら
ず
J

…、

「
間
味
に
し
て

mm
か
な
ら
ず
。
」
と
い
う
こ
と
が
具
現
す
る

の
は
、
人
の
内
面
的
低
値
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

情
影
を
投
じ
、
「
技
に
出
ら
ず
の
し

い
う
外
的
な
力
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
ゾ
、
嗣
は
堂
一
一
ま
ぬ
の
に
人
間
生
活
に

〈
附
的
存
続
)
や
っ
て
来
る
も
の
で
あ
っ

の
件
な
り
に
と
批
判
さ
れ
た
官
交
の
進
退
や
綿
一
騎
に
繍
す
る
「
選
不

の
論
閣
は
1
4

、
自
ら
の
内
に
在
る
も
の
に
因
す
る
の
で
は



な
い
と
す
れ
ば
、
常
然
、
他
殺
に
存
す
る
も
の
と
な
ろ
う
J

一k
充
法
自
己
の
ス
リ
ホ
イ
ー
ル
す
る
同
を
泉
中
川
内
と
い
う
外
的
夜
間
の
小
に
求
め
た
の
で

あ
る
。一万

九
日
以
へ
司
叶
/
y
L
J
「
勺
J

工
兵
パ
り
こ
ι
k
h
J
句

}

L
0
3
3
"ト
ド
J
円
rh

ん

/rH-ア
主

i

E
み
ず

、
郷
岡
山
と
総
延
i
e

Yυ
・
3ω
一
〆
♂

Y
1ノ

総
ん
島
二
、

u-

の
中
に

し
、
一
一
一
累
は
前
者
に
存
し
、

一
一
審
は
後
者
に
存
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
υ

一
一
削
減
は
交
遊
に
お
け
る
人
間
関
係
の
親
疎
と
才
能
の

か
ら
生
じ
、

い
合
う
欲
求
の
中
か
ら
生
じ
、
上
級
官
吏
と
下
級

官
吏
の
節
操
の
相
法
に
よ
っ
て
強
訴
さ
れ
段
肘
扮
さ
れ
る
こ
と
か

※山川

る
と
述
べ
て
い
る
。

特
に
、
一
一

燃
す
る
論
は
、
滋
時
の
官
事
〈
生
活
の
笠
態
を
生
々
し
く
侍
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

倒
の
一
小
越
の
悶
を
、
倒
に
腕
せ
ず
、
個
を
と
り
ま
く
現
笠
政
舎
の
人
間
関
係
の
中
で
把
え
よ
う
と
し
た
王
充
の
こ
の
泉
佐
官
の
論
は
、
確
か
に

あ
る
一
意
味
で
は
進
歩
的
な
考
え
で
あ
る
に
は
迷
い
な
い
。
し
か
し
、

ま
充
は
こ
の
境
貨
を
改
革
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

備
が
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
る
枇
俗
の
人
々
の
内
一
部
に
秘
む
エ
ゴ
の
深
淵
を
蹴
き
見
し
、
人
間
関
係
を
切
開
し
た
王
充
は
、
こ
れ
を
改
革
せ
ん
と
す

る
万
向
で
は
な
し
に
、
問
題
を
提
起
し
な
が
ら
も
、
自
己
の
直
面
す
る
現
寅
と
し
て
一
許
容
す
る
方
向
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

( 39 ) 

な
ぜ
、

主
充
が
こ
の
枇
禽
の
現
笈
を
受
け
と
め
る
方
向
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
こ
の
論
理
の
展
開
が
、

い
か
な
る
一
意
識
の
よ
に
育
つ

の
か
を
今
て
位
、
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

衆
流
百
家

…
通
じ
、
隆
盛
す
る
今
文
章
句
の
壌
を
離
れ
、
通
儒
と
し
て
自
己
を
形
成
し
て
来
た
こ
と
は
、
す
で
に
論
述
し
た
が
、
現
代

の
自
か
ら
見
れ
ば
、

」
の
「
儒
)
と
し
て
の
一
意
識
が
、
こ
の
現
賓
の
前
に

る
を
得
な
く
せ
し
め
た
最
も
根
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

通
儒
と
し
て

の
論
理
の
基
底
を
支
え
て
い
た
の
は
、
文
献
に
9

記
さ
れ
た
古
聖
賢
と
絡
さ
れ
る
人
々
の
行
急
で
あ
っ
た
。

「
犬
未
v
進
也
被
ニ
一
一
一
累
(
己
用
也
蒙
二
一
二
事
同
一
段
ニ
孔
丘
選
建
一
一
小
v
能
ニ
白
克
一
顔
回
〔
世
田
参
不
v
能
v
全
y

身
也
。
」

〈
泉
寄
稿
)

孔
子
や
器
一
子
す
ら
不
ボ
イ
ル
さ
れ
、
灘
間
や
曾
参
す
ら
も
自
己
を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
先
哲
の
歴
史
的
事
賓
の
上
に
立



っ
て
展
開
さ
れ
る
論
述
は
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

こ
の
先
哲
の
不
遇
の

累
筈
の
事
賞
の
肯
定
は
、

王
充
自
身
の
不
遇
の
現
賓
と
相
表
裏
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

先
哲
が
不
遇
の
中
で
、
自
己
を
守
り
、
自
己
の
生
を
肯
定
し
、
受
陸
せ
る
者
と
し
て
自
己
を
抱
き
績
げ
た
事
賓
の
論
述
は
、

せ
る
王
充

の
自
負
で
も
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
郡
山
資
不
v
治
v
名
、
審
査
一
小
ニ
菟
野
一
形
コ
草
壁
一
一
忽
一
掩
コ
匿
白
長
一
不
v
理
ニ
身
克
一
不
v
科二流一一一一同一受
γ

垢
取
v
授
、
不
v
来
ニ
潔
完
ご

「
古
資
奨
板
紙
…
ニ
以
徹
γ
身
、
故
循
ニ
性
行
一
以
侠
ニ
泉
害
一
者
、
国
木
賢
潔
之
人
也
c

緩
ニ
累
官
官
之
誘
一
部
資
潔
ム
/
~
笠
見
索
。
立
一
一
変
潔
之
跡
一
段
s

訪

〈
累
筈
犠
)

之
態
安
得
γ
不
y

生
。
」
〈
泉
事
終
)

名
砂
川
を
求
め
よ
う
と
せ
ず
、
有
形
無
形
の
危
害
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
も
せ
ず
、
段
傷
さ
れ
て
も
鉾
拐
も
せ
ず
に
、
現
寅
を
現
実
と
し
て
受
け

'
A
k
n
e
u
 

/
Y
Y付

の
像
を
、
歴
史
の
中
よ
り
構
成
す
る
王
充
か
ら
見
れ
ば
、
世
俗
の
累
官
官
の
務
が
一
税
じ
ま
れ
ば
核
ま
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
、
賢
潔
の

明
示
さ
れ
る
こ
と
に
他
な
成
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

( 40 ) 

こ
の
表
現
の
中
に
、

「
賢
潔
の
人
」
と
し
て
の
自
負
と
誇
り
を
も
っ
、
孤
高
な
王
充
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
通
儒
と

し
て
の
意
識
の

に
、
市
部
一
一
賢
の
歴
史
的
事
笈
に
基
い
て
賞
授
せ
ん
と
し
た
累
害
の
論
も
、
通
俗
的
概
念
に
立
つ
人
々
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

」
の
こ
と
は
、

寸
明
治
佑
一
口
篇
」
が
、
何
を
川
口
約
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
か
を
示
す
、
次
の
詑
に
明
か
で
あ
る
。

「
犬
一
小
v
本↑
4

忠
一
体
一
同
所
ニ
従
生
起
一
一
山
徒
締
下
忠
良
一
於
被
二
累
佐
官
一
者
お
同
不
v
明
、
間
一
議
於
仰
は
…
者
也
c

(
思
持
続
)

原
凶
を
採
ら
ず
、
結
果
の
み
、
そ
の
現
象
の
み
を
凡
、
泉
佐
官
を
家
り
、
一
小
迫
と
な
っ
た
人
に
交
を
蹄
す
す
る
者
は
、

「仰
M
m
m
か
な
ら
ず
、
別
抗

し
、
不
遇
の
悶
が
累
警
に
あ
る
こ
と
を
兇
解
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
理
解

で
き
ぬ
壮
俗
へ
の
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
批
判
者
の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
一
、
厳
退
第
一
町
一
し
て
い
る
者
の
ご
の
こ
と
ば
は
、
現
一

tこ

い
う
こ
と
は
、

m治信一向の

の
務
組
者
の
政
(
き
と
し
か
い
応
え
山
も
の
で
あ
っ
た
に
迷
い
な
い
ι

サ
ハ
俗
の
通
念
は
依
然
と
し
て
一
官
の
昇
進
す
る
者
之
を
苓
と
説
ひ
、
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d
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弓

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

官
吏
の
港
返
に
関
す
る
具
般
的
な

ヘノ

1
1可吋べ
7
h

、

σρ
い
m
M
K

，刀

た
と
え
、

社
命
的
事
笈
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

世
一
俗
の
通
念
は
、

」
の
牒
…
…
'
を
絞
り
、

進
ん
で
自
己
の
一
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
枇
に
問
ふ
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

」
の
間
の
消
息
は
、

「
自
紀
篇
」

の
次
の
文
が
間
引
か
に
示
し
て
い
る
。

「
俗
材
開
{
其
徹
、
世
一
銭
篠
陥
v
tソ
~

然
絡
不
ニ
自
明
…
亦
不
γ

非
γ

怨
ニ
其
人
ぺ
或
日
、

有
伊
良
材
奇
文
一
能
…
γ

野
見
y
w
問、

初
不
ニ
自
隙
寸
羊
勝
之
徒

t::1 

;
」
刀

1
1
1
t

謝
野
〆
仁
川
明

¥
ド
ヘ
ー
に
J
l
o

y
v目
安
グ
い
け

一小
v
宜
v
潟
一
日
入
所
v
紙、

銃
耐
勉
二
自
伸
一
不
v
宜
v
倍
加
ω

一
入
所
?
居
。
:
一

才
能
に

ー、ぃ
V
人こ

kr'Jん
¥

L
る

「ペ

/

L

Y

W

4

イァ

議
さ
れ

陥
し
め
ら
れ
て
も
な
ん
の
緋
朗
も
し
な
い
こ
と
に
到
し
、
員
一
意
を
排
ず
る
こ
と
を
求

め
る
こ
の

、
遇
不
遇
や
累
佐
官
の
論
に
納
得
で
き
な
い
世
俗
の
疑
惑
を
示
し
て
い
る
も
の
と
一
五
え
る
。

い
か
に
「
袈
賢
は
名
を
治
め
ず
。
害
…
八
日
十
一
る
も
菟
射
せ
ず
0
1

一
と
翠
賢
の
一
一
一
一
口
行
を
引
き
、
援
史
的
事
貨
を
も
っ
て
z

笠
置
し
た
と
し
て
も
、
世
俗
の

通
念
と
な
っ
て
い
る
段
成
の
俄
他
を
挺
卒
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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党
俗
の
通
念
が
具
備
し
て
い
る
強
力
な
要
素
は
、
行
操
情
館
、
才
高
賢
人
1
栄
達
、
名
持
、
一
路
一
怖
と
い
う
必
然
的
国
果
関
係
で
あ
り
、
こ
の

世
俗
の
遁
念
に
到
し
て
、

王
充
は
「
、
週
一
小
遇
一
、
「
明
治
寄
」
と
い
う
偶
然
論
で
批
判
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
偶
然
論
の
み
で
は
、
世
俗

の
必
然
的
通
念
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

主
充
の
偶
然
論
が
通
儒

か
し
、
何
故
に
か
か
る
現
象
論
偶
然
論
的
が
展
開
さ
れ
た
の
か
、

の
一
一
呂
と
に
裏
づ
け
ら
九
'
た
も
の
で
L

あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て

で
も
な
い
が
、

し

王
充
は
自
己

に
明
確
に
打
ち
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る

何
故
に
恕
一
一
賢
は
名
を
治
め
ず
、

る
も
兎
貯
し
な
い
の
か
、
何
故
に
罪
な
く
し
て
路
し
め
ら
守
れ
て
も
自
ら
陳
べ
よ
う
と
は
し
な
い
の
か
。

そ
れ
は
、
す
べ
て
「
命
」
の
自
受
に
よ
る
放
で
あ
る
と
設
く
の
で
あ
る
。

吉
凶
安
危
、
不
v
在
二
於
人
話
回
人
見
y

之
。
故
蹄
ニ
之
於
命
一
委
こ
之
於
時
ご

自
己
に
輿
え
ら
れ
た
現
質
、
そ
の
中
に
於
い
て
、
自
己
の
生
を
・
全
う
す
る
こ
と
、
自
己
の
使
命
を
完
迭
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
、

「
孔
子
総
v
命、

(
由
紀
篇
)

「

A
E
の
持



よ〉

に
他
な
ら
な
い
コ
こ
の
「
命
?
一
の

こ
そ
、
不
遣
の

え
て
い
う
な
ら
ば
、
活
儒
と
し
て
の
自
己
を
全
う
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
コ

の
現
賓
と
し
て
許
容
し
、
累
害
を
累
害
と
し
て
受
け
と
め
る
方

向
で
あ
っ
、
こ
と
ば盟
、
命
秘
篇
に
お
け
る
天
命
の

「
途
遇
篇
」
・
「
泉
佐
官
篤
」
に
記
さ
れ
た
援
史
的
事
寅
と
し
て
の
遇
不
遇
や
現
賓
の
汚
潟
す
る
役
相
を
背
景
と
し
た
三
泉
三
輩
出
の
論
は
、

「
命

L
F
K
ア

Z
I
s
"

、ノマ
4

2

幅，、，一/、ノ'園、

弱
籍
」

RJ
ヰ
て
は
じ
詑
て

「
命
」
の
自
交
の
下
に
統
一
さ
れ
る
。

通
俗
的
r

既
成
観
念
と
し
て
の
安
閑
で
あ
る
必
然
性
の

は
、
人
と
し
て
の
講
一
を
逸
段
し
た
利
の

の
中
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

節
を
わ
き
ま
え
ず
、

ふ
み
は
ず
し
、
た
だ
に
利
の
み
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
笠
に
封
し
、
一
連
儒
と
し
て
、
知
識
人
と
し
て

天
命
の

の
下
に
、
各
人
に
賦
輿
さ
れ
た
命
の

に
到
る
の
で
あ
る
3

「
凡
人
遇
v
偶
及
遭
ニ
累
窓
口
五
日
由
y

命
也
。
有
二
死
生
欝
天
」
/
~
命
二
外
有
ニ
貴
賎
{
貧
富
之
命
↓
自
二
五
公
}
逮
ニ
熊
人
↓
忠
良
重
及
ニ
下
思
ぺ
九
有
ニ
ヂ
問
問
問
国
一

之
類
、
合
v
血
之
廃
、

不
y
，有
y
命
っ
」

ハ
命
机
杯
第
)
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て
人
の
偶
に
遇
ふ
と
泉
佐
一
向
に
謹
ふ
と
は
、
皆
命
に
由
る
な
り
つ

じ
て
来
た
遇
不
遇
、
累
常
一
同
等
の
一
問
題
が
の
下
に
統
一
さ
れ
た
ミ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
注
自
す
べ
き
黙
は
「
命
」
の
範
時
や
概
念
、
が
扱

」
こ
に
お
い
て
、

た
こ
と
は
、
佐
俗
の
通
念
に
射
し
て
論

大
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

人
間
生
活
の
全
て
の
現
象
を

」
の
概
念
の
下
に
統
合
し

王
公
か
ら
終
入
、
思
一
一
賢
か
ら
下
愚

に
い
た
り
、
血
阪
を
有
す
る
す
べ
て
の
生
物
に
「
命
」
の

め
て
い
る
の
で
あ
る
c

こ
の
こ
と
は
、

、
パ
'
「
仇

7
D
¥
司
コ
、
ハ
円
よ
る
見
ー

し
カ
プ

'
Z
jノ
H
M
W
O
L
，
万
プ
戸
、
γ
よ
J

必
一

に
も

の

」
と
に
他
な
ら
ず
、

命
'
一
の

を
も
た
ぬ
会
へ
の
痛
烈
な
批
判
を
一
意
味
す
る
。

「
仕
恒
山
中
共
践
、
治
産
数
寓
、
命
輿
時
也
。
命
制
川
不
v
可
y

勉
、
時
刻
不
y

可
γ

力
、
知
者
締
ニ
之
於
天
ご
(
命
秘
篇
〉

こ
の
こ
と
ば
は
、
世
俗
が
追
求
す
る
栄
達
や
富
は
備
に
備
わ
れ
る
(
命
」
と
制
以
外
の
「
時
〕
に
あ
る
と
の
一
意
識
の
下
に
、
こ
の
「
天
命
」

を
白
魔
せ
ず
「
利
い
に
狂
奔
し
、
自
己
十
一
見
失
な
い
、
栄
達
を
一
一
例
い
、
蓄
を
求
め
、

れ
緩
送
窮
居
す
る
者
を
制
笑
す
る
秋
俗
の
人
々
に

針
し
、

「
命
い
の
白
州
引
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。



「
ム
叩
」
}
/
)

と
は
、
篇
名
の
指
す
「
命
ー
一
I
f

一1
除

で
あ
り

「
命
中
点
篇
一
の
定
義
に
よ
れ
立
、
前
者
は
「
貧
富
貴
賎
一
を

後
者
は

「
盛
衰
胤
ハ
俊

心

〉

〉

む

ち

3
0
い
に
町
、

J
C
、
ニ
ヲ

マ

/
4
0
て

2
、

〆

柏

J

目

、

}

/

命
・
机
怖
を

と
い
う
こ
と
は

こ
の
¥
者
を
コ
夫
人
叩
」
の

に
締
す
る
こ
と

る
と
い
え
よ
う
υ

十
大
命
を
自
認
す
る
も
の
、
こ
の
又
ど
を
信
ず
る
者
の
生
き
方
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

「
命
」
の
存
在
を
、
孔
子

-
住
有
乙
J

-

、，
ψ
t
叩

lr-F

-
史
馬
選
・
揚
雄
等
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
雑
誌
す
る
王
充
は
「
命
」
を
知
る
者
、

「天

命
い
を
信
ず
る
者
の
生
き
方
を
明
示
す
る
に
到
る
の
で
あ
る
。

「
信
γ
命
者
、
則
可
ニ
幽
居
侠
?
時
、

※山川

不
v
須
=
必
幻
雌
制
苦
形
求
二
十
字
ソ
ケ
也
。
ぬ
矧
九
除
去
之
在
ニ
山
襟
ペ
〔
不
v
求
ニ
貴
…
慎
於
人
一
人
白
川
賞
ψ

之
〕
。
」

(
命

松
前
〉

「
天
命
ー
一
を
白
魔
す
る
者
の
生
き
方
、
そ
れ
は
山
洋
に
隠
れ

に
も
似
て
、

日
れ
を
外
に
表
明
せ
ず
、
人
が
資
な
る
伎
位
を
一
探
り
出
す

( 43 ) 

が
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
ば
は

「
人
の
己
を
知
ら
ざ
る
を
患
へ
、
ず
O
L

(
体
制
話
、
問
中
而
〉
の
孔
子
の

に
辿
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
千
九
〈
命
」
を
自
挺
す
る
者
は
、
自
究
す
る
か
故
に
使
命

ら
ん
と
す
る
者
で
あ
る
。

な
に
ご
と
も
な
す
こ
と
な
く
、
悲
磁
的
に
、
あ
る
い
は
楽
観
的
に
'
自
己
の
「
命
」
に
屈
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
の
去
と
を
自
究
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
生
を
全
う
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
者
で
あ
り
、
珠
一
本
法
珠
玉
と
し
て
瓦
石
と
は

る
努
力
が
要
求
さ
れ
る
の
で

点

γ心
。

「
故
日
、
力
勝
γ

費
、
憐
総
v
柄
、
勉
v
カ
勤
v
事
以
致
γ
富
、
砥
γ

才
拐
γ
操
以
取
γ
賞
、
一
段
v
時
失
γ
務
、
欲
γ

蓮
司
一
富
貴
一
一
小
γ

可
γ

得
也
。
難
γ

ヰハ一

γ
有
v
命
、
常
二
須
一
子
之
。
如
信
v
命一小
v
求
、
詩
蛍
-
…
自
主
ペ
ヲ
一
不
v
絞
前
田
得
、
不
v
作
一
郎
自
成
、
不
v
行
而
自
主
一
(
紅
福
間
一
押
さ
。
夫
命

富
之
入
、
筋
力
自
彊
、
命
貴
之
入
、
才
智
自
高
:
・
中
時
:
有
ニ
求
部
不
v
得
者
一
呉
、
未
こ
必
不
y

求
市
得
v
J
L
者
-
也
む
結
問
緒
不
v
求
γ

賞
、
安
自

力
作
不
v
求
v
宮
、
寓
自
到
舟
…
〈
0
1

一
(
命
続
篇
)



」
の
文
に
示
さ
れ
る
「
力
む
る
は
貧
に
勝
り
、
慎
む
は
縞
に
勝
る
ご

の
こ
と
ば
は
:
そ
の
宿
命
に
甘
ん
じ
よ
よ
と
い
う
悲
観
的
運
命
論
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
命
」
を
自
由
党
す
る
こ
と
に
よ
っ
、

自
己
の
生
を
よ
り
生
、
さ
る
こ
と
を
一
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

又
富
貴
の
「
命
」

を
自
究
す
る
者
の
生
き
方
と
し
て
は
、

2
mあ
り
と
い
へ
ど
も
、

ま
さ
に
す
べ
か
ら
く
之
れ
を
索
む
べ
し
む
」

の
一
誌
が
明
示
す
る
ご
と
く
、
希

求
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
一
未
だ
必
ず
し
も
求
め
ず
し
て
之
を
得
し
者
あ
ら
ざ
る
な
り
こ
の

に
一
部
さ
れ
る
ご
と
く
、
個
に
有
す
る
で
天
命
」

を
自
受
し
、
そ
の
使
命
を
究
限
し
、
求
む
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
求
む
べ
き
こ
と
の
根
底
に
、
求
め
、
さ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
精
製
し
煮
を
求
め
ざ
る
も
、
安
自
ら
至
り
、
力
作
し
富
を
求
め
ざ
る
も
、
富
自
ら
至
ら
ん
ご

あ と
い
う
こ
と
ば
は
、
こ
の
関
係
を
一
説
き
拐
す
も
の
と
い
え
る
。
天
命
を
自
'
務
ん
す
る
者
に
劉
し
て
最
も
強
く
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、

「
力
作
」
で
あ
っ
て
、
直
接
に
「
利
」
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
乙

「
続
的
出
ご
で

一
3
2

精
療
」
し
「
力
作
し
し
て
は
じ
め
て
「
富
貴
」
が
自
ら
到
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
c

「
自
ら
到
る
い
の
訟
は
つ
天
道

( 44 ) 

自
然
」
(
命
税
約
)
の
一
ぬ
と
関
辿
す
る
も
の
で
あ
り
、

，、

h
f
¥
寸

1
3同
Af'

、

一
イ
ド
オ
rlρ
ぃ

天
命
凶
淳
、

自
然
界
の
法
郎
と
向
様
、
必
然
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

0

0

c

c

c

c

c

c

c

c

c

ζ

c

o

c

o

v

バ
m

c

o

求
v
之
無
y

命
。
夫
物
不
v
求
市
自
生
、
別
人
亦
有
ニ
不
v
求
v
寅
市
〔
自
〕
賞
者
一

It!存

0

0

0

0

 

天
性
論
y

命
」

プ
ユ
人
性
は
猶
ほ
命
の
ご
と
し
c
い
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
人
の
倒
に
備
わ
っ
た
で
天
命
」
ば
、
自
然
の
法
則
と
向
採
に
「
自
ら
到
る
」
、
も
の
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
次
命
を
自
覧
し
た
者
の
理
想
的
な
生
き
方
は
、
栄
遣
を
鋭
い
、
富
を
求
め
、
自
前
の
「
利
」
に
狂
奔
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
己
れ
の
天
命
に
安
住
し
、
そ
の
中
で
「
精
皐
)
、
「
力
作
い
し
、

の
「
才
を
ほ
き
操
を
明
か
に
す
る
0
2

一
と
い
う
こ
と
こ
そ
、

最
も
傘

ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
天
命
常
v
然
、
雌
一
六
逃
円
一
越
ー
ソ
~
一
終
一
小
v
符
v
縦
、
放
火
不
v
求
自
作
V24
貴
敷
己
(
命
抑
制
的
制
)

天
命
に
宏
仕
し
、
自
己
の
尽
な
荘
一
う
と
い
う
↑
命
い
の
自
究
を
主
張
す
る
一
土
光
の
論
駁
を
前
に
し
て
、

九
利
い
を
求
め
る
牡
俗
の
泡
念
に
立



ち
、
致
傷
し
合
い
栄
達
を
求
め
狂
奔
す
る
人
々
は
、

い
か
な
る
批
判
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
δ

五
、
結

本
論
文
は
、
通
儒
と
し
て
、
知
者
と
し
て
の
自
己
に
究
臨
し
た

を
論
じ
て
旅
た
が
、
こ
の
結
果
、
「
逢
越
し
、
一
累
寄
L

、
「
命
総
」
手
の
篇
が
こ
の
著
作
に
諮
着
し
て
い
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

こ
こ
で
は
、
更
に
「
機
俗
節
義
」
と
制
約
さ
れ
る
こ
の

の
初
期
の
著
作
「
熊
俗
節
義
」
の

、
い
か
な
る
内
容
'
を
有
す
る
か

、
本
論
に
お
け
る
論
述
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
論
じ

結
び
と
す
る
。

王
充
が
「
機
俗
節
義
」
の

に
お
い
て
、
な
に
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
王
充
と
殻
俗
都
議
の
方
向
」

に
お
い
て
少
し
く
鰯
れ
た
の
で
、
あ
る
が
、
こ
の

「
俗
性
進
を
貧
J

は
り
返
を
忽
に
し
、
成
を
牧
め
、
敗
を
楽
つ
る
。
」

(
由
紀
筋
)
と
い
う
現

の
中
に
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
俗
性
と
は
、
才
・
操
日
宮
市
〈
の
進
退
と
い
う
通
俗
的
な
必
然
論
を
そ
の
根
擦
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
湿
念
は
、
一
一
一
累
三
害
に
記
さ
れ
る
名
斡
・
栄
達
へ
の
欲
求
、
命
秘
儀
の
寓
交
を
求
め
る
誌
に
一
不
さ
れ
る
ご
と
く
、
厭
く
こ
と
な
き

「
利
」
の
追
求
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

」
の
「
利
」
を
求
め
る
役
俗
の
「
撚
情
'
を
疾
ー
す
る
。
」

(
由
紀
続
技
出
〉
た
め
に
著
わ
し
た
の
、
が

く45) 

「
誠
一
俗
節
義
」
の
警
で
あ
る
。

無
限
の
欲
堂
一
一
に
身
を
委
ね
、
自
己
を
見
失
な
い
、
功
利
的
打
算
的
に
「
利
」
に
狂
奔
す
る
世
俗
に
訴
し
、
王
充
は
儒
者
と
し
て
、
中
閣
に
お

け
る
侍
統
的
知
識
人
と
し
て
の
自
負
の
下
に
、
こ
の
「
利
」
を
求
め
る
世
俗
に
警
鐘
を
渡
す
る
に
つ
ユ
人
命
」
の
一
誌
を
以
っ
て
す
る
の
で
あ
る
。

に
「
節
義
」
の
二
字
を
付
す
、
そ
の
一
意
味
は
、
次
に
一
部
す
「
間
孔
篇
」
の
誌
と
の
関
連
か
ら
明
確
と
な
る
。

「
孔
子
日
、
富
興
賞
是
人
之
所
v
欽
也
。
不
下
以
こ
其
描
一
一
得
売
之
、
不
v
居
也
。
貧
血
ハ
賎
走
人
之
所
y

窓
也
。
不
F

以
-
一
茶
道
一
得
?
之
、
不
v
去

也
。
北
一
一
一
向
下
人
常
由
ニ
遁
義
一
不
ド
蛍
ニ
碍
取
一
也
。
設
ニ
守
v
節
安
γ
賞
、
不
与
問
ニ
妄
去
一
也
。
」
(
問
孔
篇
)

2
喜
一
貝
は
道
義
に
よ
る
べ
き
で
、
道
義
を
無
腕
し
て
得
る
べ

こ
の
文
で
注
自
す
べ
き
黙
は
、
孔
子
の
誌
を
王
充
が
解
邸
押
し
た
部
分
で
あ
る
。

き
で
は
な
く
、
会
践
に
在
つ
て
は
節
を
」
ザ
り
食
に
安
ん
じ
、
妄
り
に
逃
が
れ
よ
う
と
す
べ
き
で
は
な
い
ご
と
い
う
こ
の
解
擦
は
、
「
利
」
を
貧

欲
に
求
め
る
蛍
時
の
世
俗
へ
の
批
判
の
掛
一
一
間
「
殻
俗
節
義
」
の
「
節
義
」
の
語
と
密
着
す
る
も
の
と
い
え
る
。



ま
た
、
こ
の
「
道
義
」
、
「
守
節
」
と
い
う
誇
は
、
自
己
の
使
命
を
自
受
す
る
こ
と
、

「
天
命
」
を
自
問
符
ん
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、

重
要
な
一
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

一11
命
総
篇
ー
一
に
一
部
さ
れ
る
「
命
」
の
範
一
時
の
擁
大
、
「
命
」
、

の
問
題
等
、
す
べ
て
が
、
一
天
命
」
の

に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

コ
利
」
に
狂
奔
す
る
世
俗
に
針
し

(
命
」
の
自
畑
叫
ん
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
り
、
己
れ
の
命
を
自
売
す
る
こ
と

に
よ
り
、
道
義
に
従
い
、
節
J
V
一
守
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
}

」
れ
を
"
要
す
る
に
「
談
俗
節
義
」
の

、
無
限
の
欲
求
に
身
を
委
ね
、
厭
く
な
く
「
利
一
」
を
追
求
す
る
俗
情
に
拐
し
、
自
己
の
で
天
命
」

を
自
究
し
、
義
を
踏
み
、
節
を
ん
寸
り
、
人
倫
の
道
宇
一
歩
む
こ
と
を
要
読
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
八
論
衡
〉
的
構
成
及
其
唯
物
七
一
義
的
話
相
i
一

告

別

成

者

と

「

午

一

充

著

作

芝

生

紙

之

者

(

小

川

貯

F~一
)
を
指
す
が
、
後
者
は
一
六

五
四
年
に
渡
表
し
た
論
文
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
G

前
者
に
つ
い
て
之
、
故
清
水
柴
氏
の
「
中
箆
に
お
け
る
ご
刷
街
』
研
究
に
つ
い
て
ー
そ
の
構
成

に
開
削
す
る
研
究
を
中
心
と
し
て

i
」
(
円
単
一
文
教
室
匂
第
六
十
六
披
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

※
2

問
叫
ん
氏
は
「
被
保
」
の
m
A
W

に
、
「
管
侠
」
・
「
税
材
」
・
「
此
知
」
等
々
の
篇
を
想
定
し
、
来
氏
は
「
殻
俗
」
と
「
節
義
」
の
ニ
ー
は
に
わ
け
、
前
者
に
は
「
論

術
」
中
の
程
二
十
一
一
一
か
ら
二
十
五
ま
で
の
各
続
、
後
者
に
は
告
十
ふ
・
十
山
・
二
十
七
の
各
訴
を
惣
{
一
比
す
る
。

※
3

溺
友
術
者
「
中
翻
一
常
事
史
新
編
」
ハ
第
ニ
如
)
五
九
一
災
内
容
閉
じ

※
Aa

加
賀
鍛
治
者
「
中
関
古
典
解
稗
史
」
税
関
凶
編
ニ
…
一
…
一
良
参
加
。

※
5

候
外
説
者
「
中
関
思
想
治
史
」
も
戸
」
の
駄
を
指
摘
し
て
い
る
。

※

6

活
文
淵
著
「
中
関
通
史
問
編
!
一
第
一
一
端
五

O
頁
参
照
。

※

7

市
内
略
者
「
論
街
椛
搾
」
に
よ
り
増
持
。

※
8

「
論
拠
」
針
作
踏
に
後
援
H
H
M

章
一
倍
紀
の
ぷ
鍬
と
一
致
す
る
建
一
初
治
年
ハ
建
初
二
年
〉
の
災
等
の
記
鈴
が
あ
り
、
正
光
は
し
き
り
に
、
郡
正
に
上
奏
す
る

が
、
と
り
あ
げ
ら
れ
ず
、
不
遇
の
生
活
を
怠
っ
た
こ
と
が
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

※
9

花
女
淵
荘
「
中
儲
泌
氏
関
編
」
第
二
編
五

O
賀
市
惨
問
。

※
日

ω
「
白
人
可
題
、
不
遇
亦
自
其
牲
也
一
(
逢
遺
稿

)ω
「
身
一
応
全
宍
誠
之
内
郎
、
法
銭
湯
行
調
之
除
。
引
い
け
外
進
告
潟
之
持
、
北
桜
速
や
謂
之
必
一

(
m，ボ市

前

ω「
賢
官
如
此
、
何
一
小
立
。
凡
人
謀
臨
海
、
別
円
、
締
法
如
比
、
川
内
不
出
一
へ
命
総
綜
〉

ω「
以
グ
一

B
M漁
村
抑
制
、
能
下
街
紅
舗
由
民
間
。
見
付
能
之

上
人
口
位
不
一
五
、
は
は
い
山
M
U
之
円
、
川
正
必
殻
於
行
川
問
。
行
操
之
士
、
十
仲
wh比
致
之
け
、
え
必
之
於
ぃ
イ
知
一
(
命
政
部
)
等
の
文
に
一
川
さ
れ
る
俗
人
の
一
認
識
を
指
す
。

※
日
「
焔
桝
従
也
o
J
J
H

一
小
筋
利
引
行
動
」
(
抗
隙
「
抗
野
倒
披
棒
」
に
よ
る
)

※ 
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※
ロ
号
制
衡
」
自
紀
続
の
す
〈
に
よ
る
。
「
諭
街
枚
持
」
一
一
八
一
頁
参
照
。

※
日
こ
れ
ら
の
続
は
従
球
、
主
充
思
想
中
弱
貼
と
さ
れ
る
「
定
命
思
想
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
許
位
さ
れ
て
い
る
が
、
訟
は
そ
の
説
を
と
ら
な
い
。

※

M

「
議
船
節
義
」
は
「
議
俗
」
と
「
節
義
」
の
二
次
M

と
す
る
説
や
、
「
協
議
」
は
供
問
の
的
名
で
あ
る
と
の
設
が
あ
る
が
、
訟
は
「
殻
俗
節
義
」
と
い
う

一
議
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
つ
。

※
日
「
賢
一
小
賢
才
也
・
治
不
遇
時
也
」
の
初
は
、
羽
子
J

針
金
続
「
犬
山
抱
一
小
川
聴
い
何
時
虫
、

R
，
小
持
者
材
悲
」
の
誌
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

※
日
「
凡
人
操
行
、
不
能
儀
際
交
友
。
間
心
思
鰐
、
呉
心
疏
樹
、
段
似
怨
阪
、
強
恥
財
投
(
計
一
黒
也
、
人
才
市
下
、
不
能
鈎
問
、
同
時
並
進
、
…
向
者
得
策
、
下

者
指
悉
、
段
傷
其
行
。
二
黒
也
0

・
:
中
略
:
・
一
一
一
県
生
。
依
少
人
来
、
社
名
字
選
、
選
者
平
位
、
見
絡
相
殻
、
培
加
侍
致
。
M
m
味
不
明
、
然
約
其
言
、
一
筈

也
。
開
山
火
山
科
好
、
消
濁
殊
燥
、
治
交
場
郁
郁
之
由
。
事
情
、
指
之
官
、
潟
支
一
懐
悉
恨
、
徐
求
其
遇
、
悶
'
機
微
之
務
。
被
以
排
出
、
二
答
也
。
綿
或
ヰ
佐
支
之

'
身
、
…
納
儲
其
一
言
、
佐
支
非
情
節
、
必
抜
人
越
次
、
注
失
其
意
、
日
以
之
強
度
、
清
正
之
仕
、
抗
行
料
志
、
途
局
所
信
、
段
傷
於
服
、
三
位
一
山
也
。
」
(
謀
説
間
続
)

※

♂

※

刊

の

ωを
参
照
。

※
国
・
刊
日
出
向
略
者
「
諭
術
校
側
伴
」
に
よ
る
。

〈大削伐・院一時士続出稼)
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